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当手術部における手術安全チェックリストの現状と課題

　当手術部は、2012年9月より手術の安全を確保するための手順として、手術安全チェックリストの運

用を開始した。手術安全チェック（以下チェックとする）の目的は、周術期の有害事象を低減させること

である。しかし、これを上手く活用できなければ目的は果たせない。当院の現状における良い面として

は、チェックを実施することが常となっていることである。一方で課題は、実施者やチェックを実施する

状況、手術チーム間での協力不足により、チェックの精度が異なることがあった。さらにチェック項目に

より、確認の精度にばらつきが見られていた。これらを改善させるため、各チェック項目が確実にチェッ

クされるようにチェック方法に関する行動指針を出すこと、手術チーム全員に対しチェック場面の評価

とフィードバック、映像による普及啓発を予定している。

　手術チームメンバーが、一旦手を止めて、手術安全チェックというツールを用いて、患者に関する重要

な情報を共有することができれば、本来の目的は達成される。そのためには、手術安全チェックの定期的

な保守・点検および普及啓発が必要である。

Ⅰ　はじめに

　先行文献では、帝王切開で出生した児は手術のルーティンによって出生後1時間以内の初回授乳が妨

げられることが母乳率を低下させている１）と報告されている。そこで、帰室後なるべく速やかに初回授乳

を行えた群と、母体の処置や体調または児の哺乳意欲によって初回授乳が遅延した群の母乳率を比較

し、初回授乳までの時間が影響を及ぼしているかを検証する。また、児の哺乳意欲が乏しいために初回授

乳が遅延した場合、A病院ではプロラクチン値低下を防止する目的で乳頭刺激を行っている。その取り組

みを行っている群と行っていない群を比較し、その効果を検証する。

　Priorらは帝王切開で出生した児に対策を講じても母乳率が上昇するとは限らない１）と述べている。し

かし、妊娠の高齢化や様々な疾患合併によって帝王切開率は上昇傾向にあるため、本研究で母乳率へ影

響を及ぼす要因を調査することで母乳率の向上の一助となると考える。

Ⅱ　研究目的

　帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率、授乳頻度と退院時母乳率の関連を明らかにす

る。

Ⅲ　研究方法

1．研究デザイン：後ろ向き観察研究

2．研究対象：A病院で過去3年間に帝王切開で出産した産婦で、正期産で母子同室している母子（母乳率

対象外である精神疾患等は除外する）227組

3．データ収集方法：電子カルテ、分娩台帳、哺乳表から情報収集を行った。

4．調査内容：対象産婦の基本属性（年齢・出産週数・診断名）、帝王切開理由、手術時の出血量、児娩出から

帰室までの時間、初回授乳開始時間、授乳回数、授乳できない間の乳頭刺激による介入

5．データ分析方法：基本属性の集計はExcelを用いて単純集計し、条件によって分けた群の比較にはX2

検定、T検定、フィッシャー正確確率検定を用いて有意水準5％で分析した。

Ⅳ　倫理的配慮

　旭川医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号１８２７５）。本研究で得られた研究対象者

の情報等は、本研究目的以外に使用しない。

Ⅴ　結果

1．対象属性

　対象は227名（2016年69名、2017年90名、2018年68名）だった。手術理由を単純集計した（表1）。対象

を母乳栄養群と混合栄養群に分けて検定した結果、母体年齢、初経産、出血量、最低体重、退院時体重、体

重減少率で有意差が認められた（表２）。ミルクを追加した理由は、母乳分泌不足と児の体重減少が多

かった（表３）。

2．3群間の母乳率の比較

　分娩から帰室するまでの平均時間は1時間23分だった。分娩後3時間以内に初回授乳行えた群を早期

群、分娩から4～7時間で初回授乳を行った群を中間群、分娩後から初回授乳まで8時間以上空いた群を遅

延群と分類した。早期群は151名（全体の66.5％）、中間群45名（全体の19.8％）、遅延群は31名（全体の

13.7％）だった。母乳率は早期群が一番高く（66.2％）、中間群（60.0％）、遅延群（54.8％）と徐々に母乳率は

下降する傾向がみられた。しかし、母乳率に有意差はみられなかった（表4）。

　3時間以内に初回授乳できなかった理由は、「児の哺乳意欲が乏しい」と「嘔気・嘔吐」と合わせると児側

の理由は65.8％だった。「母の体調不良」といった母側の理由は10.4％だった。残りの23.7％は記録を振り

返っても理由が分からなかった（表５）。

3．乳頭刺激の有無の比較

　中間群・遅延群ともに初回授乳は分娩後3時間を越えているが、その中で生後3時間以内に乳頭刺激を

行っているのは18名（中間群・遅延群の23.6％）だった。乳頭刺激を行った群は母乳率72.2％、乳頭刺激を

行わなかった群は母乳率53.4％だった。乳頭刺激を行った群は行わなかった群よりも母乳率が18.8ポイ

ント高く、母乳率に有意差が見られた。このことから、帰室後3時間以内の乳頭刺激は母乳率に影響する

ことが明らかとなった（表６）。

4．分娩後24時間以内の授乳回数と母乳率

　24時間の授乳回数を母乳群と混合群に分けて比較した。母乳群の授乳回数は6．0±3．0、混合群の授乳

回数は5．1±2．4であり、授乳回数には有意差があった（表７）。

　授乳回数8回で分けて母乳率を比較したところ、8回未満は母乳率57.3％、8回以上は母乳率82.1％で有

意差があった（表8）。

　早期群・中間群・遅延群で比較すると、早期群は授乳回数が多く、中間群・遅延群と授乳回数は少なかっ

た。初回授乳が遅れた場合はその後の授乳回数も少なくなることが明らかになった。（表9）

Ⅵ　考察

1．帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率の関連

　初回授乳までに要した時間で3群に分けて母乳率を比較したが、初回授乳までの時間と母乳率に関連

は見出せなかった。一方で、乳頭刺激が母乳率に影響することが明らかとなり、初回授乳が遅くなった群

に乳頭刺激を行ったことで時間以外の因子が影響し、初回授乳までの時間と母乳率に有意差がみられな

かった可能性が考えられる。得られた結果から、帰室後なるべく早い授乳が行えない場合の乳頭刺激は

母乳率を上昇させる可能性が示唆された。

2．授乳頻度と退院時母乳率の関連

　分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすこと、なかでも8回以上授乳できた場合は母乳

率が高いことが明らかとなった。また、初回授乳が遅れた場合は以降の授乳回数も少なかった。しかし、

初回授乳が遅れた理由は児側の理由が多かったため、授乳頻度を増やすことは難しいことが予想され

る。

Ⅶ　結論

1．初回授乳の早さと母乳率の関連は明らかにならなかったが、乳頭刺激は母乳率に影響を及ぼすことが

明らかになった。

2．分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすことが明らかになった。

Ⅷ　研究限界

1．先行文献では、出生後1時間以内の初回授乳が妨げられることが母乳率を低下させている１）と述べて

いるが、手術室内での初回授乳を行えない施設では出生後1時間以内の初回授乳は難しく、本研究では生

後1時間以内に授乳出来た群と母乳率を比較することが出来なかった。

2．児の哺乳意欲が乏しく、授乳回数が少ない場合の対応は見出せなかったため、今後の課題として残っ

た。

Ⅸ　引用文献

１）Emily　Prior，Breastfeeding  after cesarean delivery：a systematic review and meta-analysis 

of world literature，Aｍ　J　Clin  Nutr　2012：95：1113－35．
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Ⅰ　はじめに

　先行文献では、帝王切開で出生した児は手術のルーティンによって出生後1時間以内の初回授乳が妨

げられることが母乳率を低下させている１）と報告されている。そこで、帰室後なるべく速やかに初回授乳

を行えた群と、母体の処置や体調または児の哺乳意欲によって初回授乳が遅延した群の母乳率を比較

し、初回授乳までの時間が影響を及ぼしているかを検証する。また、児の哺乳意欲が乏しいために初回授

乳が遅延した場合、A病院ではプロラクチン値低下を防止する目的で乳頭刺激を行っている。その取り組

みを行っている群と行っていない群を比較し、その効果を検証する。

　Priorらは帝王切開で出生した児に対策を講じても母乳率が上昇するとは限らない１）と述べている。し

かし、妊娠の高齢化や様々な疾患合併によって帝王切開率は上昇傾向にあるため、本研究で母乳率へ影

響を及ぼす要因を調査することで母乳率の向上の一助となると考える。

Ⅱ　研究目的

　帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率、授乳頻度と退院時母乳率の関連を明らかにす

る。

Ⅲ　研究方法

1．研究デザイン：後ろ向き観察研究

2．研究対象：A病院で過去3年間に帝王切開で出産した産婦で、正期産で母子同室している母子（母乳率

対象外である精神疾患等は除外する）227組

3．データ収集方法：電子カルテ、分娩台帳、哺乳表から情報収集を行った。

4．調査内容：対象産婦の基本属性（年齢・出産週数・診断名）、帝王切開理由、手術時の出血量、児娩出から

帰室までの時間、初回授乳開始時間、授乳回数、授乳できない間の乳頭刺激による介入

5．データ分析方法：基本属性の集計はExcelを用いて単純集計し、条件によって分けた群の比較にはX2

検定、T検定、フィッシャー正確確率検定を用いて有意水準5％で分析した。

Ⅳ　倫理的配慮

　旭川医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号１８２７５）。本研究で得られた研究対象者

の情報等は、本研究目的以外に使用しない。

Ⅴ　結果

1．対象属性

　対象は227名（2016年69名、2017年90名、2018年68名）だった。手術理由を単純集計した（表1）。対象

を母乳栄養群と混合栄養群に分けて検定した結果、母体年齢、初経産、出血量、最低体重、退院時体重、体

重減少率で有意差が認められた（表２）。ミルクを追加した理由は、母乳分泌不足と児の体重減少が多

かった（表３）。

2．3群間の母乳率の比較

　分娩から帰室するまでの平均時間は1時間23分だった。分娩後3時間以内に初回授乳行えた群を早期

群、分娩から4～7時間で初回授乳を行った群を中間群、分娩後から初回授乳まで8時間以上空いた群を遅

延群と分類した。早期群は151名（全体の66.5％）、中間群45名（全体の19.8％）、遅延群は31名（全体の

13.7％）だった。母乳率は早期群が一番高く（66.2％）、中間群（60.0％）、遅延群（54.8％）と徐々に母乳率は

下降する傾向がみられた。しかし、母乳率に有意差はみられなかった（表4）。

　3時間以内に初回授乳できなかった理由は、「児の哺乳意欲が乏しい」と「嘔気・嘔吐」と合わせると児側

の理由は65.8％だった。「母の体調不良」といった母側の理由は10.4％だった。残りの23.7％は記録を振り

返っても理由が分からなかった（表５）。

3．乳頭刺激の有無の比較

　中間群・遅延群ともに初回授乳は分娩後3時間を越えているが、その中で生後3時間以内に乳頭刺激を

行っているのは18名（中間群・遅延群の23.6％）だった。乳頭刺激を行った群は母乳率72.2％、乳頭刺激を

行わなかった群は母乳率53.4％だった。乳頭刺激を行った群は行わなかった群よりも母乳率が18.8ポイ

ント高く、母乳率に有意差が見られた。このことから、帰室後3時間以内の乳頭刺激は母乳率に影響する

ことが明らかとなった（表６）。

4．分娩後24時間以内の授乳回数と母乳率

　24時間の授乳回数を母乳群と混合群に分けて比較した。母乳群の授乳回数は6．0±3．0、混合群の授乳

回数は5．1±2．4であり、授乳回数には有意差があった（表７）。

　授乳回数8回で分けて母乳率を比較したところ、8回未満は母乳率57.3％、8回以上は母乳率82.1％で有

意差があった（表8）。

　早期群・中間群・遅延群で比較すると、早期群は授乳回数が多く、中間群・遅延群と授乳回数は少なかっ

た。初回授乳が遅れた場合はその後の授乳回数も少なくなることが明らかになった。（表9）

Ⅵ　考察

1．帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率の関連

　初回授乳までに要した時間で3群に分けて母乳率を比較したが、初回授乳までの時間と母乳率に関連

は見出せなかった。一方で、乳頭刺激が母乳率に影響することが明らかとなり、初回授乳が遅くなった群

に乳頭刺激を行ったことで時間以外の因子が影響し、初回授乳までの時間と母乳率に有意差がみられな

かった可能性が考えられる。得られた結果から、帰室後なるべく早い授乳が行えない場合の乳頭刺激は

母乳率を上昇させる可能性が示唆された。

2．授乳頻度と退院時母乳率の関連

　分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすこと、なかでも8回以上授乳できた場合は母乳

率が高いことが明らかとなった。また、初回授乳が遅れた場合は以降の授乳回数も少なかった。しかし、

初回授乳が遅れた理由は児側の理由が多かったため、授乳頻度を増やすことは難しいことが予想され

る。

Ⅶ　結論

1．初回授乳の早さと母乳率の関連は明らかにならなかったが、乳頭刺激は母乳率に影響を及ぼすことが

明らかになった。

2．分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすことが明らかになった。

Ⅷ　研究限界

1．先行文献では、出生後1時間以内の初回授乳が妨げられることが母乳率を低下させている１）と述べて

いるが、手術室内での初回授乳を行えない施設では出生後1時間以内の初回授乳は難しく、本研究では生

後1時間以内に授乳出来た群と母乳率を比較することが出来なかった。

2．児の哺乳意欲が乏しく、授乳回数が少ない場合の対応は見出せなかったため、今後の課題として残っ

た。

Ⅸ　引用文献

１）Emily　Prior，Breastfeeding  after cesarean delivery：a systematic review and meta-analysis 

of world literature，Aｍ　J　Clin  Nutr　2012：95：1113－35．
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Ⅰ　はじめに

　先行文献では、帝王切開で出生した児は手術のルーティンによって出生後1時間以内の初回授乳が妨

げられることが母乳率を低下させている１）と報告されている。そこで、帰室後なるべく速やかに初回授乳

を行えた群と、母体の処置や体調または児の哺乳意欲によって初回授乳が遅延した群の母乳率を比較

し、初回授乳までの時間が影響を及ぼしているかを検証する。また、児の哺乳意欲が乏しいために初回授

乳が遅延した場合、A病院ではプロラクチン値低下を防止する目的で乳頭刺激を行っている。その取り組

みを行っている群と行っていない群を比較し、その効果を検証する。

　Priorらは帝王切開で出生した児に対策を講じても母乳率が上昇するとは限らない１）と述べている。し

かし、妊娠の高齢化や様々な疾患合併によって帝王切開率は上昇傾向にあるため、本研究で母乳率へ影

響を及ぼす要因を調査することで母乳率の向上の一助となると考える。

Ⅱ　研究目的

　帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率、授乳頻度と退院時母乳率の関連を明らかにす

る。

Ⅲ　研究方法

1．研究デザイン：後ろ向き観察研究

2．研究対象：A病院で過去3年間に帝王切開で出産した産婦で、正期産で母子同室している母子（母乳率

対象外である精神疾患等は除外する）227組

3．データ収集方法：電子カルテ、分娩台帳、哺乳表から情報収集を行った。

4．調査内容：対象産婦の基本属性（年齢・出産週数・診断名）、帝王切開理由、手術時の出血量、児娩出から

帰室までの時間、初回授乳開始時間、授乳回数、授乳できない間の乳頭刺激による介入

5．データ分析方法：基本属性の集計はExcelを用いて単純集計し、条件によって分けた群の比較にはX2

検定、T検定、フィッシャー正確確率検定を用いて有意水準5％で分析した。

Ⅳ　倫理的配慮

　旭川医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号１８２７５）。本研究で得られた研究対象者

の情報等は、本研究目的以外に使用しない。

Ⅴ　結果

1．対象属性

　対象は227名（2016年69名、2017年90名、2018年68名）だった。手術理由を単純集計した（表1）。対象

を母乳栄養群と混合栄養群に分けて検定した結果、母体年齢、初経産、出血量、最低体重、退院時体重、体

重減少率で有意差が認められた（表２）。ミルクを追加した理由は、母乳分泌不足と児の体重減少が多

かった（表３）。

2．3群間の母乳率の比較

　分娩から帰室するまでの平均時間は1時間23分だった。分娩後3時間以内に初回授乳行えた群を早期

群、分娩から4～7時間で初回授乳を行った群を中間群、分娩後から初回授乳まで8時間以上空いた群を遅

延群と分類した。早期群は151名（全体の66.5％）、中間群45名（全体の19.8％）、遅延群は31名（全体の

13.7％）だった。母乳率は早期群が一番高く（66.2％）、中間群（60.0％）、遅延群（54.8％）と徐々に母乳率は

下降する傾向がみられた。しかし、母乳率に有意差はみられなかった（表4）。

　3時間以内に初回授乳できなかった理由は、「児の哺乳意欲が乏しい」と「嘔気・嘔吐」と合わせると児側

の理由は65.8％だった。「母の体調不良」といった母側の理由は10.4％だった。残りの23.7％は記録を振り

返っても理由が分からなかった（表５）。

3．乳頭刺激の有無の比較

　中間群・遅延群ともに初回授乳は分娩後3時間を越えているが、その中で生後3時間以内に乳頭刺激を

行っているのは18名（中間群・遅延群の23.6％）だった。乳頭刺激を行った群は母乳率72.2％、乳頭刺激を

行わなかった群は母乳率53.4％だった。乳頭刺激を行った群は行わなかった群よりも母乳率が18.8ポイ

ント高く、母乳率に有意差が見られた。このことから、帰室後3時間以内の乳頭刺激は母乳率に影響する

ことが明らかとなった（表６）。

4．分娩後24時間以内の授乳回数と母乳率

　24時間の授乳回数を母乳群と混合群に分けて比較した。母乳群の授乳回数は6．0±3．0、混合群の授乳

回数は5．1±2．4であり、授乳回数には有意差があった（表７）。

　授乳回数8回で分けて母乳率を比較したところ、8回未満は母乳率57.3％、8回以上は母乳率82.1％で有

意差があった（表8）。

　早期群・中間群・遅延群で比較すると、早期群は授乳回数が多く、中間群・遅延群と授乳回数は少なかっ

た。初回授乳が遅れた場合はその後の授乳回数も少なくなることが明らかになった。（表9）

Ⅵ　考察

1．帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率の関連

　初回授乳までに要した時間で3群に分けて母乳率を比較したが、初回授乳までの時間と母乳率に関連

は見出せなかった。一方で、乳頭刺激が母乳率に影響することが明らかとなり、初回授乳が遅くなった群

に乳頭刺激を行ったことで時間以外の因子が影響し、初回授乳までの時間と母乳率に有意差がみられな

かった可能性が考えられる。得られた結果から、帰室後なるべく早い授乳が行えない場合の乳頭刺激は

母乳率を上昇させる可能性が示唆された。

2．授乳頻度と退院時母乳率の関連

　分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすこと、なかでも8回以上授乳できた場合は母乳

率が高いことが明らかとなった。また、初回授乳が遅れた場合は以降の授乳回数も少なかった。しかし、

初回授乳が遅れた理由は児側の理由が多かったため、授乳頻度を増やすことは難しいことが予想され

る。

Ⅶ　結論

1．初回授乳の早さと母乳率の関連は明らかにならなかったが、乳頭刺激は母乳率に影響を及ぼすことが

明らかになった。

2．分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすことが明らかになった。

Ⅷ　研究限界

1．先行文献では、出生後1時間以内の初回授乳が妨げられることが母乳率を低下させている１）と述べて

いるが、手術室内での初回授乳を行えない施設では出生後1時間以内の初回授乳は難しく、本研究では生

後1時間以内に授乳出来た群と母乳率を比較することが出来なかった。

2．児の哺乳意欲が乏しく、授乳回数が少ない場合の対応は見出せなかったため、今後の課題として残っ

た。

Ⅸ　引用文献

１）Emily　Prior，Breastfeeding  after cesarean delivery：a systematic review and meta-analysis 

of world literature，Aｍ　J　Clin  Nutr　2012：95：1113－35．
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Ⅰ　はじめに

　先行文献では、帝王切開で出生した児は手術のルーティンによって出生後1時間以内の初回授乳が妨

げられることが母乳率を低下させている１）と報告されている。そこで、帰室後なるべく速やかに初回授乳

を行えた群と、母体の処置や体調または児の哺乳意欲によって初回授乳が遅延した群の母乳率を比較

し、初回授乳までの時間が影響を及ぼしているかを検証する。また、児の哺乳意欲が乏しいために初回授

乳が遅延した場合、A病院ではプロラクチン値低下を防止する目的で乳頭刺激を行っている。その取り組

みを行っている群と行っていない群を比較し、その効果を検証する。

　Priorらは帝王切開で出生した児に対策を講じても母乳率が上昇するとは限らない１）と述べている。し

かし、妊娠の高齢化や様々な疾患合併によって帝王切開率は上昇傾向にあるため、本研究で母乳率へ影

響を及ぼす要因を調査することで母乳率の向上の一助となると考える。

Ⅱ　研究目的

　帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率、授乳頻度と退院時母乳率の関連を明らかにす

る。

Ⅲ　研究方法

1．研究デザイン：後ろ向き観察研究

2．研究対象：A病院で過去3年間に帝王切開で出産した産婦で、正期産で母子同室している母子（母乳率

対象外である精神疾患等は除外する）227組

3．データ収集方法：電子カルテ、分娩台帳、哺乳表から情報収集を行った。

4．調査内容：対象産婦の基本属性（年齢・出産週数・診断名）、帝王切開理由、手術時の出血量、児娩出から

帰室までの時間、初回授乳開始時間、授乳回数、授乳できない間の乳頭刺激による介入

5．データ分析方法：基本属性の集計はExcelを用いて単純集計し、条件によって分けた群の比較にはX2

検定、T検定、フィッシャー正確確率検定を用いて有意水準5％で分析した。

Ⅳ　倫理的配慮

　旭川医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号１８２７５）。本研究で得られた研究対象者

の情報等は、本研究目的以外に使用しない。

Ⅴ　結果

1．対象属性

　対象は227名（2016年69名、2017年90名、2018年68名）だった。手術理由を単純集計した（表1）。対象

を母乳栄養群と混合栄養群に分けて検定した結果、母体年齢、初経産、出血量、最低体重、退院時体重、体

重減少率で有意差が認められた（表２）。ミルクを追加した理由は、母乳分泌不足と児の体重減少が多

かった（表３）。

2．3群間の母乳率の比較

　分娩から帰室するまでの平均時間は1時間23分だった。分娩後3時間以内に初回授乳行えた群を早期

群、分娩から4～7時間で初回授乳を行った群を中間群、分娩後から初回授乳まで8時間以上空いた群を遅

延群と分類した。早期群は151名（全体の66.5％）、中間群45名（全体の19.8％）、遅延群は31名（全体の

13.7％）だった。母乳率は早期群が一番高く（66.2％）、中間群（60.0％）、遅延群（54.8％）と徐々に母乳率は

下降する傾向がみられた。しかし、母乳率に有意差はみられなかった（表4）。

　3時間以内に初回授乳できなかった理由は、「児の哺乳意欲が乏しい」と「嘔気・嘔吐」と合わせると児側

の理由は65.8％だった。「母の体調不良」といった母側の理由は10.4％だった。残りの23.7％は記録を振り

返っても理由が分からなかった（表５）。

3．乳頭刺激の有無の比較

　中間群・遅延群ともに初回授乳は分娩後3時間を越えているが、その中で生後3時間以内に乳頭刺激を

行っているのは18名（中間群・遅延群の23.6％）だった。乳頭刺激を行った群は母乳率72.2％、乳頭刺激を

行わなかった群は母乳率53.4％だった。乳頭刺激を行った群は行わなかった群よりも母乳率が18.8ポイ

ント高く、母乳率に有意差が見られた。このことから、帰室後3時間以内の乳頭刺激は母乳率に影響する

ことが明らかとなった（表６）。

4．分娩後24時間以内の授乳回数と母乳率

　24時間の授乳回数を母乳群と混合群に分けて比較した。母乳群の授乳回数は6．0±3．0、混合群の授乳

回数は5．1±2．4であり、授乳回数には有意差があった（表７）。

　授乳回数8回で分けて母乳率を比較したところ、8回未満は母乳率57.3％、8回以上は母乳率82.1％で有

意差があった（表8）。

　早期群・中間群・遅延群で比較すると、早期群は授乳回数が多く、中間群・遅延群と授乳回数は少なかっ

た。初回授乳が遅れた場合はその後の授乳回数も少なくなることが明らかになった。（表9）

Ⅵ　考察

1．帝王切開後のなるべく早い初回授乳と退院時母乳率の関連

　初回授乳までに要した時間で3群に分けて母乳率を比較したが、初回授乳までの時間と母乳率に関連

は見出せなかった。一方で、乳頭刺激が母乳率に影響することが明らかとなり、初回授乳が遅くなった群

に乳頭刺激を行ったことで時間以外の因子が影響し、初回授乳までの時間と母乳率に有意差がみられな

かった可能性が考えられる。得られた結果から、帰室後なるべく早い授乳が行えない場合の乳頭刺激は

母乳率を上昇させる可能性が示唆された。

2．授乳頻度と退院時母乳率の関連

　分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすこと、なかでも8回以上授乳できた場合は母乳

率が高いことが明らかとなった。また、初回授乳が遅れた場合は以降の授乳回数も少なかった。しかし、

初回授乳が遅れた理由は児側の理由が多かったため、授乳頻度を増やすことは難しいことが予想され

る。

Ⅶ　結論

1．初回授乳の早さと母乳率の関連は明らかにならなかったが、乳頭刺激は母乳率に影響を及ぼすことが

明らかになった。

2．分娩後24時間以内の授乳回数は母乳率に影響を及ぼすことが明らかになった。

Ⅷ　研究限界

1．先行文献では、出生後1時間以内の初回授乳が妨げられることが母乳率を低下させている１）と述べて

いるが、手術室内での初回授乳を行えない施設では出生後1時間以内の初回授乳は難しく、本研究では生

後1時間以内に授乳出来た群と母乳率を比較することが出来なかった。

2．児の哺乳意欲が乏しく、授乳回数が少ない場合の対応は見出せなかったため、今後の課題として残っ

た。

Ⅸ　引用文献

１）Emily　Prior，Breastfeeding  after cesarean delivery：a systematic review and meta-analysis 

of world literature，Aｍ　J　Clin  Nutr　2012：95：1113－35．
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